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１ 決算棚卸監査（監事団）

５

第29回監事会

農林水産大臣との意見交換会（旭川市　専務）

JAグループ上川集会（旭川市　全役員）

上川地区農協監事協議会冬季研修会
� （旭川市　監事団）

11
第60回当麻町建国記念の日奉祝の集い
� （当麻神社社務所　組合長）

12
当麻町地域農業再生協議会総会
� （大ホール　組合長・専務・参事）

13

上川生産連第５回理事会
� （JA上川ビル　組合長）

クミアイ自動車学園第５回理事会（〃）

地区別農協組合長会会議（〃）

16
第30回監事会

第51回理事会

19

決算監査（26日迄　監事団）

利用組合ＨＴＴ事業部定期総会
� （中会議室　組合長）
当麻農協青年部定期総会
� （大会議室　組合長・参事）

20

当麻農協女性部定期総会（大ホール　組合長）

当麻町水田転作生産部会（大会議室　専務）

当麻町稲作研究会定期総会（大ホール　専務）

24

第４回上川地区農協酪農畜産対策委員会
� （JA上川ビル　組合長）

第31回監事会

25
北海道農協畑作・青果対策本部委員会
� （札幌市　組合長）

26
当麻町　国民健康保険事業の運営に対する協議会
� （当麻町役場　専務）

27
第１回当麻町土地開発公社理事会
� （当麻町役場　組合長）

28 当麻神社　春季大祭（当麻神社社務所　組合長） 

２月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第51回理事会］� 令和8年2月16日

●議案第１号　令和７年度自己査定について
●議案第２号　令和７年度収支決算について
　　　　　　　令和７年度剰余金処分（案）について
●議案第３号　役員報酬審議会による令和８年度役員報酬の答申について
●議案第４号　定款の一部変更について
●議案第５号　監事監査規程の一部改正について
●議案第６号　情報セキュリティ基本規程の一部改正について
●議案第７号　令和７年度年間経営定期点検実施報告書
　　　　　　　令和８年度経営定期点検実施計画書について
●議案第８号　受信者（債務者）単体に対する信用供与等の限度額について
●議案第９号　受信者（債務者）合算に対する信用供与等の限度額について
●議案第10号　大口貸付先に対する信用供与等の限度額について
●議案第11号　役員と組合との取引基準について
●議案第12号　理事に対するクミカン貸越極度額及び供給限度額の設定について
●議案第13号　令和８年度余裕金運用計画及び方針について
●議案第14号　収支シミュレーションについて
●議案第15号　組合員の異動について
●議案第16号　役員候補者の推薦について
●議案第17号　学識経験理事並びに員外監事の選任について
●議案第18号　第79回通常総会の日程について
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令和 8年度人事異動 令和 8年 3月１日付

氏　　名 異動前の所属と職位 異動後の所属と職員

住田　昌之 金融部長 金融部長　兼融資相談課長

田所　与幸 営農部長　兼営農経理課長 営農部　営農経理課長

伊井　大輔 営農部　米穀課長 営農部長　兼米穀課長

鈴木　正和 営農部　資材課長 購買部長　兼資材課長

及川　亜希 金融部　金融共済課長 営農部　施設園芸課長

山内　悠香 金融部　金融共済課主幹　兼金融係長 金融部　金融共済課長

大柳　陽司 金融部　融資相談課長　兼融資相談係長 金融部　融資相談課主幹　兼融資相談係長

土屋　真一 営農部　施設園芸課長　兼内部監査員 内部監査室

松﨑　健一 営農部　米穀課主幹 購買部　資材課主幹

竹内　良介 金融部　金融共済課共済係長　兼内部監査員 金融部金融共済課主幹　兼金融係長
兼内部監査員

稲場あいみ 管理部　総務課企画管理係主任 管理部　総務課企画管理係長

増田　香穂 金融部　金融共済課共済係主任 金融部　金融共済課共済係長

佐藤さおり 営農部　資材課資材係長 購買部　資材課資材係長

川添　翔太 営農部　資材課資材係長　兼内部監査員 購買部　資材課資材係長　兼内部監査員

星 　慶太 営農部　米穀課農業振興係主任 購買部　資材課資材係主任

青木　里奈 金融部　金融共済課共済係主事 金融部　金融共済課金融係主事

髙橋　那奈 営農部　施設園芸課園芸育苗係主事 購買部　資材課資材係主事

宗片　圭太 営農部　資材課資材係主事 営農部　米穀課米穀係主事

両瀬　裕司 営農部　資材課資材係 営農部　施設園芸課園芸育苗係

谷口　蓮太 管理部　総務課企画管理係 管理部　総務課企画管理係　兼内部監査員

三谷　　蓮 営農部　資材課資材係 購買部　資材課資材係

堀内美奈子 金融部　融資相談課融資相談係 管理部　審査課審査係
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当麻農協青年部・女性部定期総会開催
２月19日　第 72回当麻農協青年部定期総会�
　農協 3階大会議室にて、第 72回当麻農協青年部定期
総会が開催されました。
　始めに太田部長より「青年部はこれまでの事業を継承
しつつ見直しを図り、活動のさらなる充実を目指して町
内の様々な行事に積極的に参加し、当麻農業の PR に努
めてまいりました。令和 8年度におきましても、多くの
行事に参加し、青年部としての活動をより一層展開して
いきたいと考えております。昨今の農業情勢は先行きが
不透明な状況にありますが、私たち青年部は、将来の当
麻農業を担うものとして、自覚と責任をこれまで以上に
強く持ち、高品質で安全・安心な農産物を生産し、消費者の皆様へ届けていくことが、産地としての信頼を
築き、当麻農業を発展させる上で最も重要であると感じております。今後も研修会や行事を通じて知識や

見聞を深めることはもちろん、協調性
や主体性を育み、互いに切磋琢磨する
ことで、人間的な成長にもつながる活
動を進めてまいります。」と挨拶。続い
て、福井組合長、村椿町長、今橋女性
部長から来賓祝辞の後議事に入り、令
和 7年度事業経過並びに活動報告・収
支決算報告、令和 8年度事業計画（案）・
収支予算（案）について審議、承認さ
れました。

２月 20日　第 70回農協女性部定期総会�
　農協 3階大ホールにて、第 70回当麻農協女性部定期
総会を開催されました。
　開会にあたり今橋部長より「令和 7年度の女性部は、
栽培講習会や視察研修、環境美化活動、柏陽園でのボラ
ンティアなど、地域貢献と部員間の交流を深める活動を
大切にしてまいりました。私たち女性部は、農業に携わ
る女性として健やかに毎日を過ごし、女性の視点
から地域に役立つことを目指しています。今後も
仲間づくりの大切さと助け合いの心を忘れずに活
動してまいります。」と挨拶。
　続いて、福井組合長、村椿町長、太田青年部長、
上川農業改良普及センター 川田次長から来賓祝
辞をいただいた後、令和 7年度事業報告並びに収
支決算報告、令和 8年度事業計画（案）並びに収
支予算（案）について審議、承認されました。
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　農協3階中会議室にて利用組合HTT事業部定期総会が開
催されました。
　始めに山下部長より「今年度の稲わら作業収集は、天候
不順が続き、計画通りに進めることが難しかったですが、
皆様にご協力いただき、無事に終えることができました。
次年度においても、天候に左右されることもあるかと思わ
れますが、また一丸となって頑張ってまいります。」と
挨拶の後、山下部長を議長に、令和7年度事業報告並びに
収支決算報告、令和8年度事業計画（案）並びに収支予算
（案）について審議、承認されました。

2月1９日 利用組合ＨＴＴ事業部定期総会

　農協3階大会議室にて当麻町水田転作生産部会定期総会
が開催されました。
　冒頭、石田会長より「令和9年度からの水田活用の直接
支払交付金の見直しについて、具体的な内容はまだ見えて
いない部分もあり、交付金や各種指針が変化する中で、よ
り正確な情報をいち早く皆さんの手元に届けられるよう、
部会としても努力してまいります。」と挨拶。来賓として、
坂下専務より祝辞をいただき、議事にて令和7年度事業報
告並びに収支決算報告、令和8年度事業計画（案）並びに
収支予算（案）について審議、承認されました。

2月２０日

　農協3階大ホールにて当麻町稲作研究会定期総会及び水稲
栽培講習会が開催されました。
　始めに、長谷川会長より「昨年を振り返りますと、米価
が非常に良い年でしたが、夏場の高温や病害虫の影響で収
量が少ない年であったと感じております。自分たちの経営
を守るためには、収量を確保し、価格が安定することが重
要です。本日の講習会も含め、しっかりと技術を身につけ、
今年の夏を乗り越え、良い出来秋を迎えていただきたいと
思っております。」と挨拶がなされ、坂下専務より祝辞をいただいた後、令和7年度事業報告並びに
収支決算報告、令和8年度事業計画（案）並びに収支予算（案）について審議され、提案通り承認さ
れました。
　総会終了後に行われた水稲栽培講習会では、上川農業改良普及センター 白井係長、ジェイカムアグ
リ 藤田技術顧問を講師に招き、令和8年度の対策や省力肥料の提案について説明をいただきました。

2月２０日 当麻町稲作研究会定期総会

当麻町水田転作生産部会定期総会

●大豆の部
東 １ 区　　片原　康夫 様

優秀出荷者表彰
●そばの部

緑郷１区　　松尾　精二 様
●子実とうもろこしの部

中央２区　　真鳥　一昭 様
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　農協3階大ホールにて当麻町認定農業者協議会解散総会
が開催されました。
　始めに、井上会長より「当協議会は平成14年の設立か
ら24年目を迎えました。この間、農業が機械化や規模拡
大と劇的に進む一方で、会員の高齢化といった世代交代の
時期も重なり、経営環境は大きく変化しております。現在
では町内農業者の9割以上が認定農業者となり、組織の普
及という面では一定の成果を収めることができたと考えております。こうした情勢の変化を踏まえ、
役員会や関係機関との協議を経て、組織としての役割を一度整理し、本協議会の解散を提案させてい
ただきます。」と解散の提案が行われ、承認されました。続けて、令和7年度事業報告並びに収支決
算報告についても審議され、全議案が承認されました。
　総会終了後には懇親会が開催され、井上会長より「長年にわたり当協議会を支えてくださった関係
機関の皆様、事務局の皆様、そして何より共に歩んできた会員の皆様に、心より厚く御礼申し上げま
す。組織という形はこの度なくなりますが、皆様には今後も当麻町が誇る複合経営の強みを活かし、
それぞれの現場で引き続き活躍していただきたいと願っております。」と乾杯の挨拶があり、組織の
歴史を振り返る和やかな場となりました。

2月24日 当麻町認定農業者協議会
解散総会

各部会栽培講習会開催各部会栽培講習会開催

２月４日　
キュウリ部会　栽培講習会

２月5日　
でんすけ部会　栽培土壌講習会

２月12日　
野菜・花き全体園芸土壌講習会

２月17日　
トマト部会　栽培土壌講習会

２月19日　
メロン栽培講習会

JA当麻 ● 2026. 3月号
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共 済 係 か ら 知の らお せ

2026. 3月号 ● JA当麻
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タテのカギ ヨコのカギ
卒業生代表が壇上で卒業――
を受け取った
チューナーで選局して聞きます
わんこそばやじゃじゃ麺で知ら
れる県
精算するために並びます
アルファベットの7番目
通知表ともいいます
走ること。ウイニング――
日本庭園の池に似合う魚
熱波師が活躍しているところも
あります
糖度計の――を読み取った
夫婦――で旅行に行った

2

6

8

9

10

11

15

16

18

20

21

1
2
3
4
5
7
10
12

13
14
17

19
20

二重マスの文字を、
A～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

頭の体操

エ

ア
キ
ハ
バ
ラ

ホ
コ
リ

ゴ
ザ

ウ
エ

フ
イ
ー
ト

マ

マ
ブ
タ

ラ

キ
ノ
サ
キ

フ
ク

ツ
カ

カ
ナ
タ

ツ
ク
リ
カ
タ

ー

1

2

3

4

5

9

10

6

7

8

14

15

16

17

11

12

13

18

19

20

21

A

C

D

B

E

1月号の答えは…

お雛様にひな――をお供えした
力士が土俵にまくもの
オーストリアの首都
眉間に寄せるもの
スケジュール帳に書き込みます
――は小説よりも奇なり
――、雷、火事、親父
タロットカードや水晶玉などを
使っておこないます
出身校をこういうことも
パーが紙ならチョキは
ショートケーキの真っ赤な彩り果
実
鳴門海峡には大きなものが発生
神社の参拝時に鳴らすこともあり
ます
1

2

3

4

8

9

10

5

6

7

12

13

14

11

15

16

17

D

C

B

A

A

ゴ
B

ウ
C

カ
D

ク
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（
谷
口
）

◆
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
に
灯
っ
た
聖
火
が
静
か
に
消
え
、

は
や
半
月
。
今
大
会
、
日
本
代
表
は
冬
季
五
輪
通
算
メ

ダ
ル
獲
得
数
「
１
０
０
個
」
と
い
う
歴
史
的
な
金
字
塔

を
打
ち
立
て
ま
し
た
。
そ
の
中
で
道
産
子
選
手
の
活
躍

が
ひ
と
き
わ
光
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
で
は
、

江
別
市
出
身
の
二
階
堂
蓮
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
１
個
、
銅

メ
ダ
ル
２
個
を
獲
得
し
、
上
川
町
出
身
の
髙
梨
沙
羅
選

手
が
銅
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
で
は
、
幕
別
町
出
身
の
髙
木
美
帆
選
手
が
計
３
個
の

銅
メ
ダ
ル
に
輝
き
、
厚
岸
町
出
身
の
佐
藤
綾
乃
選
手
、

大
樹
町
出
身
の
堀
川
桃
香
選
手
も
団
体
パ
シ
ュ
ー
ト
で

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

で
も
小
樽
市
出
身
の
山
田
琉
聖
選
手
が
銅
メ
ダ
ル
を
掴

む
な
ど
、
ま
さ
に
道
産
子
勢
の
底
力
が
世
界
を
沸
か
せ

た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

◆
い
よ
い
よ
３
月
。環
境
が
変
わ
る
人
も
多
い
季
節
で
す
。 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
ら
っ
た
元
気
を
力
に
変
え
て
、
仕

事
や
学
校
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
新
し
い
一
歩
を

元
気
に
踏
み
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
暖
か
な
日
差
し
に
春
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、

季
節
の
節
目
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
春
の
作
業
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
多
忙
な
時
期
こ
そ
一
呼

吸
置
い
て
、
農
作
業
事
故
の
な
い
よ
う
、
安
全
に
十
分

配
慮
し
て
作
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ＪＡ当麻　第79回通常総会
[開催日時]　令和８年４月６日（月）　●受付：午前８時～　●開会：午前９時
[開催場所]　農協3階大ホール
※時節柄、大変お忙しいと存じますが、組合員皆様お誘い合わせの上、ご出席いただきますよう、
　よろしくお願いいたします。

令和8年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。

日 月 火 水 木 金 土
4月3月

日

31 2

8 9 10

15 16 17

22

29

23

30

24

31

月 火 水 木 金 土

6 7

13 14

20 21

27 28

54

11 12

18 19

25 26

31 2

8 9 10

15 16 17

22

29

23 24

30

6 7

13 14

20 21

27 28

5

4

11

12 18

19 25

26

○資材課からのお知らせ
【資材事務所の営業時間について】
3月２日（月）から当面の間
▶平日　8：30～ 16：30　▶土曜日　8：30～ 12：00　▶日曜・祝日　休業いたします。
今後も窓口業務サービス向上に努めて参りますので、ご利用よろしくお願いいたします。

2026. 3月号 ● JA当麻
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 令和 8年 3月 11日 

 

各 位  

 

当麻農業協同組合 

 

『掲載内容に関するお詫びと訂正』 

 

いつもＪＡ当麻広報誌をご愛読いただきまして誠にありがとうございます。 

「くみあいだより 3月号」10ページの記載内容に誤りがありましたので、下

記の通り訂正させていただきます。 

  

資材課からのお知らせ 

正）3 月 2日（月）から 

平  日   8：30～17：00 

  土曜日      休業いたします。 

日曜・祝日   休業いたします。 

 

誤）3月 2日（月）から 

平  日   8：30～16：30 

土曜日     8：30～12：00 

日曜・祝日   休業いたします。 

読者の皆様ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し

上げます。 


